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公
園
の
記
念
人
形
、
だ

れ
が
管
理
？ 

| 

地
域

の
声
か
ら
動
き
出
す 

  　

新
田
神
社
参
道
の

公
園
に
、
１
９
６
４

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
記
念
し
て
設
置
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
セ
メ
ン

ト
製
の
人
形
が
あ
り
ま

す
。
近
隣
の
方
か
ら
「
古

く
な
っ
て
壊
れ
て
い
る
、

い
っ
た
い
誰
が
管
理
し
て

い
る
の
か
」
と
の
ご
相

談
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

そ
こ
で
、
当
時
関
わ
っ

た
と
み
ら
れ
る
団
体
の
代

表
の
方
を
訪
ね
ま
し
た
。

先
方
は
「
当
時
は
贈
呈
し

た
は
ず
だ
が
、
現
在
の
管

理
者
は
分
か
ら
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
ま
ま
に
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
と

思
う
」
と
の
こ
と
。
今

後
、
管
理
の
所
在
を
確
認

し
、
対
応
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　

公
共
空
間
に
あ
る
工

作
物
は
、
寄
贈
品
で

あ
っ
て
も
、
設
置
後
の

管
理
責
任
が
曖
昧
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

今
回
の
よ
う
に
、
住
民
の

声
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

関
係
者
が
動
き
出
す
こ
と

は
と
て
も
大
切
で
す
。

　

薩
摩
川
内
市
の
令
和
8
年
度
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
５
９
９
億
1
千
万
円
（
前
年
比
1
・
3
％
増
）
と
さ
れ
ま

し
た
。
市
長
の
施
政
方
針
は
「
強
い
経
済
」「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
都
市
」「
AI
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
」
を
前
面
に
打
ち
出
し
、

未
来
志
向
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、そ
の
中
身
を
み
れ
ば
、い
く
つ
か
の
重
大
な
論
点
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

AI
デ
�
タ
セ
ン
タ
�
偏
重
の
市
政

　
　
　
　
　

|
暮
ら
し
は
本
当
に
守
ら
れ
る
の
か

薩
摩
川
内
市　

令
和
8
年
度
予
算
案
・
施
政
方
針
を
読
む

 

1
．
AI
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
推
進

　
　

| 

リ
ス
ク
と
市
民
合
意
は
十
分
か

　

施
政
方
針
で
は
、
川
内

港
背
後
地
に
お
け
る
国
内

最
大
級
の
AI
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
構
想
を
繰
り
返
し
強

調
し
、
企
業
と
の
覚
書
締

結
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

確
か
に
産
業
振
興
の
可

能
性
は
あ
り
ま
す
。
し
か

し
| 

電
力
需
要
の
急
増
と

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
影

響
、 

用
水
・
排
熱
問
題
、 

地

域
経
済
へ
の
実
際
の
波
及

効
果
、 

災
害
時
の
安
全
対

策
な
ど
こ
う
し
た
点
の
具

体
的
説
明
は
ど
こ
に
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

市
は「
GX
戦
略
地
域
」（
＝

GX
戦
略
地
域
と
は
、国
（
経

済
産
業
省
な
ど
）
が
推
進

す
る
GX
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で

脱
炭
素
と
経
済
成
長
の
同

時
実
現
を
、
地
域
単
位
で

先
導
的
に
進
め
る
拠
点
の

こ
と
）
を
め
ざ
す
と
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
が
地
域

住
民
の
暮
ら
し
の
安
心
に

ど
う
結
び
つ
く
の
か
は
示

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
企
業

立
地
あ
り
き
で
、
生
活
環

境
へ
の
影
響
評
価
が
後
追

い
に
な
っ
て
い
な
い
か
厳

し
く
問
わ
れ
る
べ
き
で
す
。

 

2
．「
子
育
て
支
援
」
は
前
進
、
し
か
し

財
源
の
持
続
性
は
？

　

小
学
校
給
食
費
無
償
化

は
前
向
き
な
施
策
で
す
。

一
方
で
、 

財
源
の
恒
久
性
、 

将
来
的
な
一
般
財
源
圧
迫
、 

他
の
生
活
支
援
施
策
と
の

優
先
順
位
、
と
い
っ
た
検

証
は
十
分
で
し
ょ
う
か
。

　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
」
は
重
大
な
問
題
も
あ

り
ま
す
。
月
10
時
間
の
短

時
間
利
用
拡
大
は
、
保
育

士
不
足
の
も
と
で
現
場
負

担
を
増
や
し
、
保
育
の
質

低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
必
要
な
の
は

制
度
拡
大
よ
り
も
、
保
育

士
の
賃
上
げ
と
配
置
基
準

の
抜
本
改
善
で
す
。
大
型

産
業
政
策
を
推
進
す
る
一

方
で
、
生
活
密
着
型
施
策

の
拡
充
が
将
来
削
ら
れ
る

懸
念
は
な
い
の
か
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

 

3
．
原
子
力
防
災 

　
　
　

| 

実
効
性
は
高
ま
っ
た
の
か

　

施
政
方
針
で
は
、
原
子

力
防
災
訓
練
の
実
施
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、 

道
路
寸
断
時
の
避
難

実
効
性
、 

高
齢
者
・
要
支

援
者
の
個
別
計
画
、 

複
合

災
害
時
の
現
実
的
シ
ナ
リ

オ
な
ど
具
体
的
検
証
結
果

は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

訓
練
を
行
う
こ
と
自
体
と
、

「
避
難
で
き
る
」
こ
と
は
別

問
題
で
す
。
安
全
神
話
に

戻
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。

 

4
．
防
災
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
暮
ら
し
の

課
題

　

河
川
改
修
や
港
湾
整
備

な
ど
の
大
型
イ
ン
フ
ラ
事

業
は
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、 

国
保
や
介
護
の

負
担
軽
減
策
、 

物
価
高
騰

対
策
の
抜
本
策
、 

公
共
交

通
の
維
持
と
い
っ
た
生
活

直
結
課
題
は
、
力
強
い
新

展
開
が
見
え
に
く
い
の
が

実
情
で
す
。　

　
「
強
い
経
済
」
を
掲
げ
る

一
方
で
、
今
苦
し
ん
で
い

る
市
民
の
生
活
防
衛
は
十

分
か
。
こ
こ
に
市
政
の
優

先
順
位
が
問
わ
れ
ま
す
。

 

5
．
DX
と
市
民
サ
ー
ビ
ス 

| 

デ
ジ
タ
ル

化
は
目
的
化
し
て
い
な
い
か

　

電
子
契
約
や
備
蓄
管
理

シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
DX
推

進
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、 

高
齢
者
の
デ
ジ

タ
ル
格
差
、 

ア
ナ
ロ
グ
窓

口
の
維
持
、 
市
民
負
担
の

軽
減
効
果
が
十
分
説
明
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
DX
は「
効

率
化
」
だ
け
で
な
く
、「
市

民
の
利
便
性
向
上
」
が
目

的
で
あ
る
は
ず
で
す
。

 

未
来
ビ
ジ
ョ
ン

と
生
活
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ

　

令
和
8
年
度
予
算
は
、

表
向
き
は
「
成
長
」
と
「
未

来
志
向
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、 

AI
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
偏
重
、 

生
活
支

援
の
構
造
的
強
化
の
不
足
、 

原
子
力
防
災
の
実
効
性
へ

の
疑
問
、 

財
政
の
持
続
可

能
性
の
検
証
不
足
な
ど
、

多
く
の
論
点
が
残
さ
れ
た

ま
ま
で
す
。 

経
済
成
長
は

誰
の
た
め
か
。 

大
規
模
投

資
は
、
市
民
の
安
心
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
か
。
議

会
の
徹
底
審
議
と
、
市
民

へ
の
丁
寧
な
説
明
が
強
く

求
め
ら
れ
ま
す
。
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エプロンおばさんの

簡単クッキング （695）

材料（2人分）

白菜 1/8個（200g）、鶏もも肉（皮を除く）200g、長ネギ 
1/2本、ショウガ 20g、トウバンジャン 小2/3、ごま油 小
さじ2　A（みりん 大さじ2、みそ 大さじ1、水 100ml）

① キャベツは約2cm角に①白菜
は長さを3等分にし、縦に1cm
幅に切る。鶏肉は一口大に切る。
長ネギは斜め薄切りにする。
②鍋を中火で熱し、ごま油を入
れる。千切りにしたショウガと
トウバンジャンを加え、香りが

出るまで炒める。
③②に鶏肉と長ネギを加えて炒
め、肉の色が変わったら白菜を
加え、しんなりするまで炒める。
Aを加えてひと煮立ちさせ、ア
クを取る。弱火にしてふたをし、
約12分煮る。

作り方

★ 白菜と鶏肉の
ピリからみそ煮

　

日
曜
版
の
読
者
の

方
か
ら
、「
井
上
さ
ん

が
情
報
を
提
供
し
た

の
で
す
か
？
」
と
声

を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

「
何
の
こ
と
で
す
か
？
」

と
尋
ね
る
と
、
15
日
付
日

曜
版
に
掲
載
さ
れ
た
、
や

く
み
つ
る
さ
ん
の
4
コ

マ
漫
画
の
こ
と
で
し
た
。 

あ
ら
た
め
て
読
ん
で
み

て
、
思
わ
ず
吹
き
出

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

ま
だ
ご
覧
に
な
っ
て
い
な

い
方
は
、
ぜ
ひ
15
日
付

を
も
う
一
度
ご
覧
く
だ
さ

い
。

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版
�
15
日
付
�
の

4
コ
マ
漫
画
が
話
題
に
！

自
民
・
高
市
政
権
の
危
険
性
を
問
う

　

い
ま
政
権
中
枢
に
立
つ

高
市
首
相
は
、「
国
家
の

か
た
ち
を
変
え
る
」
と
し

て
憲
法
改
正
に
強
い
意
欲

を
示
し
て
い
ま
す
。
と

り
わ
け
焦
点
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
海
外
で
の
武

力
行
使
に
関
す
る
制
限

の
緩
和
、
そ
し
て
緊
急

事
態
条
項
の
創
設
で
す
。 

　

こ
れ
ま
で
憲
法
９
条
の

も
と
で
、
日
本
は
「
専
守

防
衛
」
を
原
則
と
し
て
き

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
や

集
団
的
自
衛
権
の
拡
大
解

釈
が
進
み
、
海
外
で
の

武
力
行
使
の
範
囲
は
す

で
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

海
外
で
武
力
行
使
無
制
限
へ

　

改
憲
に
よ
っ
て
そ

の
歯
止
め
が
外
れ
れ

ば
、
日
本
が
米
国
の
戦

争
に
よ
り
深
く
組
み
込

ま
れ
、
事
実
上
の
「
参

戦
国
家
」
へ
と
変
質
す

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。 

　

武
力
に
よ
る
抑
止
力
強

化
は
、
地
域
の
緊
張
を
高

め
、
軍
拡
競
争
を
加
速
さ

せ
る
だ
け
で
す
。

緊
急
事
態
条
項
の
危
う
さ 

　

も
う
一
つ
の
重
大
問
題

が
緊
急
事
態
条
項
で
す
。

大
規
模
災
害
や
有
事
を
理

由
に
、
内
閣
が
国
会
の
関

与
な
し
に
権
限
を
集
中
で

き
る
仕
組
み
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　

し
か
し
、
権
力
集
中
は

民
主
主
義
の
原
則
に
反
し

ま
す
。
憲
法
は
本
来
、
権

力
を
縛
る
た
め
の
も
の
で

す
。
非
常
時
を
口
実
に
国

民
の
権
利
を
制
限
す
る
条

項
が
加
わ
れ
ば
、
言
論
や

集
会
の
自
由
が
圧
迫
さ
れ

る
可
能
性
は
否
定
で
き
ま

せ
ん
。


